
　

経
団
連
は
１
月
18
日
、
そ
の
年
の
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
に
お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
、

雇
用
・
労
働
分
野
に
お
け
る
経
団
連
の
考
え
を
示
す

「
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告（
経
労
委
報
告
）」

の
２
０
２
２
年
版
を
公
表
し
た
。
２
０
２
２
年
版
報

告
は
、
副
題
を
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
労
使

協
働
で
持
続
的
成
長
に
結
び
つ
くSociety 5.0
の
実

現
」
と
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
な
ど
社
会
課
題
の
解

決
に
労
使
が
共
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
強
調

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
２
０
２
２
年
版
経
労
委
報

告
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

は
じ
め
に

　

人
口
減
少
下
で
迎
え
る
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
社
会

に
向
け
て
、
我
が
国
の
成
長
力
を
高
め
て
い
く
に
は
、

①
労
働
生
産
性
の
向
上
、
②
労
働
参
加
率
の
上
昇
、

③
成
長
分
野
等
へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
─
を
同
時
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
付
加
価
値
の
創
造
力
を

高
め
る
べ
く
、
労
使
で
協
働
す
る
こ
と
が
持
続
的
な

成
長
を
実
現
す
る
重
要
な
鍵
と
な
る
。

第
１
章 

人
口
減
少
下
で
の
成
長
を
実
現
す
る 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
働
き
方

　

労
働
生
産
性
の
向
上
に
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト（
労
働
投

入
）を
効
率
化
す
る
働
き
方
改
革
「
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
」
の

継
続
と
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
付
加
価
値
）の
最
大
化
を

目
指
す
「
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
へ
の
深
化
が
必
要
で
あ
る
。

　

生
産
性
の
向
上
と
労
働
参
加
率
の
上
昇
の
た
め
、

多
様
な
人
材
を
企
業
・
組
織
に
受
け
入
れ
、
そ
の
能

力
発
揮
と
活
躍
を
促
す
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
の
考
え
方
の
浸
透
が
企
業
経
営
に

と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
等
の
観
点
か
ら
、
日
本

型
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
、

必
要
な
見
直
し
を
行
い
、
各
企
業
に
と
っ
て
最
適
な

「
自
社
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
を
目
指
す
こ
と

が
検
討
の
方
向
性
と
な
る
。

　

日
本
経
済
全
体
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
円
滑
な
労
働
移
動
の
実
現

に
向
け
て
、
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備

を
前
提
に
、
働
き
手
・
企
業
・
政
府
の
各
主
体
が
一

体
と
な
っ
て
具
体
的
な
枠
組
み
を
共
に
つ
く
り
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

人
口
減
少
下
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
に
は
、
地
域
内
外
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報

を
活
用
し
た
価
値
協
創
の
推
進
と
そ
の
た
め
の
環
境

整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
中
小
企
業
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
加
速
や
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の

推
進
に
よ
る
取
引
適
正
化
、
異
業
種
の
大
企
業
等
と

の
連
携
強
化
が
有
効
な
手
段
と
な
る
。

第
２
章 

雇
用
・
労
働
分
野
に
お
け
る
諸
課
題

　

男
女
間
の
育
児
休
業
取
得
率
に
大
き
な
差
が
あ
る

現
状
を
踏
ま
え
、
男
性
の
育
児
休
業
に
焦
点
を
当
て

た
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
つ
い
て
は
、
経
営
ト

ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
に
よ
る
着
実
な
実
施

が
求
め
ら
れ
る
。

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
高
齢
法

は
、
企
業
に
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
を
努
力
義

務
と
し
て
課
し
て
い
る
。
企
業
は
、
雇
用
に
よ
る
措

置
と
雇
用
に
よ
ら
な
い
創
業
支
援
等
措
置
の
う
ち
い

ず
れ
か
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
措
置
の
検
討

に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
速
や
か
に
着
手
す
る
必

要
が
あ
る
。
高
齢
社
員
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
向
け
て

は
、公
的
給
付
制
度
の
変
更
や
均
等
・
均
衡
待
遇
へ
の

２
０
２
２
年
版
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告

─
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
労
使
協
働
で
持
続
的
成
長
に
結
び
つ
くSociety 5.0

の
実
現
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ん
で
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
実
現
へ
の
社
会
的
な
期

待
等
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
企
業
と
し
て
主
体
的

な
検
討
が
望
ま
れ
る
。
収
益
が
高
い
水
準
で
推
移
・

増
大
し
た
企
業
に
お
い
て
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実

施
を
含
め
た
新
し
い
資
本
主
義
の
起
動
に
ふ
さ
わ
し

い
賃
金
引
き
上
げ
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
さ
ら
な
る

成
長
を
も
た
ら
す
「
人
へ
の
投
資
」
と
な
り
得
る
総

合
的
な
処
遇
改
善
へ
の
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
。

　

企
業
の
発
展
と
働
き
手
の
成
長
を
共
に
実
現
す
る

に
は
労
使
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
。
企
業
と
労
働
組

合
は
「
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
社
会
課
題
の

解
決
に
共
に
取
り
組
み
、「
社
会
の
安
定
帯
」
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、
未
来
志
向
の
労
使
関
係
を
目

指
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

図
表
は
、
２
０
２
２
年
版
報
告
が
目
指
す
と
こ
ろ

を
示
し
た
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ
る
。
働
き
方
改
革
の
深

化
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
浸

透
、
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、

労
働
生
産
性
の
向
上
や
労
働
参
加
率
の
上
昇
を
図
る

ほ
か
、
多
様
な
働
き
手
が
様
々
な
企
業
や
組
織
で
活

躍
で
き
る
よ
う
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
を
推
進
し

て
い
く
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
働
き
手

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
向
上
し
、
企
業
に
収
益
拡

大
を
も
た
ら
し
、
企
業
は
そ
の
成
果
を
大
切
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
働
き
手
に
賃
金
引
き
上
げ
や

総
合
的
な
処
遇
改
善
を
通
じ
て
適
切
な
分
配
を
行
う
。

こ
の
よ
う
な
好
循
環
に
よ
っ
て
、
持
続
的
な
成
長
に

結
び
つ
くSociety 5.0

を
実
現
し
て
い
く
姿
を
描
い

て
い
る
。

︻
労
働
政
策
本
部
︼

対
応
、
雇
用
・
就
業
形
態
の
整
備
等
が
課
題
と
な
る
。

　

着
実
に
進
展
し
て
い
る
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
は
、

企
業
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
後
押
し
し
、
多
様
な
特

性
を
持
つ
障
害
者
に
一
層
対
応
で
き
る
制
度
へ
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

　

雇
用
保
険
法
に
つ
い
て
は
、
激
変
緩
和
措
置
を
講

じ
た
う
え
で
雇
用
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
そ
の
国
庫
負
担
は
、
雇
用
情
勢
や
財
政
状
況
に

応
じ
機
動
的
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
見
直
さ
れ
る
。

　

地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
目
安
審

議
に
お
い
て
、政
府
の
方
針
な
ど「
時
々
の
事
情
」が

特
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
目
安
制
度
や
決

定
方
式
の
見
直
し
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、特

定
最
低
賃
金
が
、
複
数
年
度
に
わ
た
り
地
域
別
最
低

賃
金
未
満
の
場
合
や
、特
に
そ
の
乖
離
が
大
き
い
場
合

は
、
廃
止
に
向
け
て
具
体
的
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

第
₃
章

２
₀
２
２
年
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

　

労
使
交
渉
の
前
提
と
な
る
我
が
国
企
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
、
不
透
明
感
が
強
い
状
況
が
継

続
し
、
企
業
業
績
は
業
種
や
企
業
で
ば
ら
つ
く
Ｋ

字
型
回
復
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

⑴
連
合
「
2
0
2
2
春
季
生
活
闘
争
方
針
」
へ
の

見
解

　

企
業
と
働
き
手
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
へ
の
対

応
の
必
要
性
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
て
い

る
産
業
・
企
業
へ
の
配
慮
な
ど
、
基
本
的
な
考
え

に
お
い
て
経
団
連
と
共
通
し
て
い
る
部
分
は
多
い
。

賃
金
要
求
に
つ
い
て
は
、「
賃
上
げ
分
２
％
程
度
」

「
定
期
昇
給
相
当
分
含
め
４
％
程
度
」
と
い
う
指

標
を
掲
げ
て
い
る
。
Ｋ
字
型
回
復
の
様
相
が
長
期

化
す
る
中
、
一
律
で
は
な
く
、
個
々
の
企
業
に
適

し
た
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
。

⑵
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

　

業
種
や
企
業
で
業
績
が
ば
ら
つ
く
Ｋ
字
型
の
景

況
の
中
、
２
０
２
２
年
の
春
季
労
使
交
渉
に
お
い

て
も
、
各
企
業
が
自
社
の
実
情
に
適
し
た
「
賃
金

決
定
の
大
原
則
」
に
則
っ
て
検
討
し
、「
賃
金
引

き
上
げ
」
と
「
総
合
的
な
処
遇
改
善
」
に
取
り
組

労働生産性の向上

成長分野への円滑な労働移動

成長による収益拡大

適切な分配

エンゲージメントの向上

労働参加率の上昇

成長分野への円滑な労働移動

日本型雇用システムの見直し日本型雇用システムの見直し

ダイバーシティ＆
インクルージョンの浸透
ダイバーシティ＆

インクルージョンの浸透
働き方改革の

深化
働き方改革の

深化

ＤＸ・ＧＸの推進ＤＸ・ＧＸの推進

総合的な
処遇改善
総合的な
処遇改善

賃金引き上げ賃金引き上げ

労使協働で持続的成長に結びつく労使協働で持続的成長に結びつく

の実現の実現

図表　「2022年版経労委報告」が目指す全体のイメージ
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